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三島由紀夫の長編小説f豊i擦の梅Jには、その第一巻『春の雪jに二人のタイ人留学生が登場する。

しかし、この fシャムの王子j であるところの留学生に関しては、誰がそのi館彩上のモデ、ノレとなっ

たのか、あるいは、そもそもモデルが容在したのかについての一次資料がない。また、それに関す

る先行研究も存在しない。しかし、三島が残した『豊鏡の梅J創作ノートには、そのそヂルに関し

て、手がかりとなる記述が見られる。本稿では、この記述を留学生教育史研究の観点から読みとく

ことで、 f襲鱗の湖J において五島が造形した fシャムの王子j たちのそヂルに関し、ひとつの推

定または想録を舵恭する。

キーワード：王為市紀夫、摂津健、 r艶鱗の海J、タイ留学生、学習院

1. はじめに

三島由紀夫の遺作となった長編小説『農鏡の海J には、三人のタイ人留学生”が登場する。すなわち、大

正期の学習読高等科に留学する fパッタナヂィト最下j と fクリッサダ殿下J、そして、戦後期の琵本記留学

する fジン・ジャンJ （月光姫）の三人である。

このうち、パッタナディトは国王ラーマ六世の弟であり、クリッサダはその従兄弟と設定されている。設

らは『豊餓の揚J の第一巻『春の雪J で、その主人公である松枝清顕の行動に影響を与える役割を演じる。

また、ジン・ジャンは、松枝？書類および第ニ巻『奔馬Jの主人公である飯沼勲が転生した（と考えられる）

人物であり、第三巻の f暁の寺J で中心的な役割を演じる。彼女は、上記「バッタナヂィト殿下j の fいち

ばん末のお姫様j と設定されている。

この三人のうちジン・ジャンの舟ヂルについては‘新期社で三島担当の諦集者を務めた小島千加子の読言

がある。それによると、「タイ国の留学金で十七、八議の美人。しかも育ちがよくて日本語のベラベラな入j

｛小島 1996 : 61 ）を探してほしいとの依頼在三島から受けた小島は、駒場の留学生会館に出かけ、そこで、

当時、東京大学経済学部に留学していた 22 醸のタイ人女性を紹介された。そして、 1969 年 2月 16 日、彼女

i 埼玉大学 自本締教育センクー教授

必タイの旧国名は fシャムj であり、三島由紀央が f暁の寺J の中で述べているとおり、 1939 年に fシャムはそ
の臨号令タイと革めたj のであるが、便宜上、本稿では fタイj という表現に統一する。ただし、引用文中におい

ては、この限りでない。
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を東京都大田区賜込の三島邸で三島由紀夫本人に引き合わせたという（小島 i狩る： 65-66 ）制。

このジン・ジャンに対して、バッタナザィトとクリッサダについては、誰がその浩形上のモデルとなった

のか、あるいは、そもそも冊ヂノレが存在したのかについての証言や一次資料がないe また、それに関する先

行研究も栴在しないD しかし、三島が残した f並設の海』創作ノート（以下、 f創作ノートj という）には、

その手がかちとなる記述が見られる。

本稿では、その記述を留学生教育史研究の銑長から読みとくことで、『豊践の海J において三島が造形した

fシャムの王子J たちのそデノレに関し、ひとつの推定または想像を提示したい。

2. 先行研究

前述のように、パッタナヂィトとクリッサダのそデ〉レについては、それに関する…次資料も先行研究も符

在しない。しかし、日本近現代文学の研究者である杉山欣也は、その箸：芹恒三島由紀夫j の誕生JI (2008) 

の中で、ひとつの興味深い着想を述べている。杉山は開：？？の中で、三島と学習院で同級だった板か勝宏とい

う元華族（子爵）が持いた f学習読の想い出J （執筆年不明）とし、う原議を紹介しているのだが、その申で薮

倉は、 1940 年代前半期の学習読高等科に、 fタイ国のワラワン殿下とプラサツト君〈髄行口膝学生） J という

こ人の f聴講生j が在籍していたと記している（杉山 2008: 322 ）。そして、この記述を受けて杉出は、 f作

中と時代設定は典なるj ものの、正島はバッタナヂィトとクリッサダについて、「あるいは後らから想、を得た

ものかもしれなし V との着想を述べている（杉山 2008 : 329 ）。

この着想は着想の次光にとどまっており、それを裏づける椴拠を杉山は何ら示していないのであるが、

者は杉山の着想、iこ同意する。なぜなら、その着懇を支持するよう会記述が、「創作ノートj の中に見られるか

らである。

本稿では、第 51 誌でこの f創作ノートj について考察するが、その前提として、次の第 3章と第4 章にお

いては、戦時下日本の f対泰文化事業j とタイ人 f留学生の本邦招致j 事業、ならびに fタイ閣のワラワン

殿下とプラサツト君j というこ入の f聴誹生j の日本留学中の様子記関し、国際関係論および留学生教育史

研究の領域における先行研究に基づいて盤理しておきたい。

3. 日本の f対恭文化事業j とタイ人 f留学生の本邦招致j 事業

自本はタイ人留学生を 20 世紀初頭から受け入れている。しかし、関関からの留学生が忽増するようにな

ったのは 1930 年技中頃のことである。また、このころiこは日本もタイからの櫛学生受入に秘極的になる。そ

れは、 1933 年 3 丹、いわゆる f満測閏J の正当性に疑問を思したリットン調査部の報告：.1~：をめぐる器捺連盟

の総会決議において、ほとんどの国が間報告六ょを是としたのに対し、タイが唯一妥当報販を投じたことから、

日本がタイの存在を再認識したためである。

吉本政府は、急増するタイ人留学生への対応を目的のひとつとして、 1935 年に財団法人国諜学友会を設立

する。同会は、 f諸外調特に東方諸留の留日学生の保慈善却を計り、比等学生に対し日意生活上の便宜の供与、

日本語の学習、本邦諸学校入学の斡旋等勉学上の援助其の他之が指導啓発に必要なる各績の事業J （匿擦学友

ill ただし、毎日新開社の記者だった徳関学央は、 1960 年代の後半期に同社パンn ク支局に勤務していた f女性務

当j こそが、三島にとって、 fジン・ジャンのモヂノレにしたいタイ女性j だったのではなかったかと f感じているj

としている〈箆関 1996: 129 ）。
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余1935 : 2) iv を実施した。また、その事業の一環として、円143 年には日本語学校を設置する。

国際学友会の事業対象はタイに限られていなかったg しかし、問舎が運営した留学生宿舎の初期の在籍者

は、タイからの留学生が最も多かった。また、間会で吉本語教育を受けた者の数は、今陪まで残されている

学籍簿（1938 年度～1944 年度）による摂り、 1943 年にその招鳴が開始された f南方特別留学生J を除けば、

半数以上がタイからの髄学生だったという（荷路 2003 : 306 ）。

タイからの留学生が愈躍した 1930 年代中壌は、日本蜘守主主 f国際文化事業j を開始した時期でもある。

1934 年、院本政府は、 f国際間文化の交換殊に日本及東方文化の構外貨援を留り世界文化の進展及人類縞祉

の増進に質献するJ （冨際文化披興会 1934 : 10 ）ことを目的として、財毘法入国際文化振興会を設立し、閉

会を f国際文イヒ事業j の実施母体とした。ただし、 f菌際文化事業j のうち、留学生の受入と派遣に関する業

務は、翌年設立された上詑の国際学友会にゆだねることになる。

国際文化援興会が設立された 1934 年は、日本が国際連盟を脱退した盟年にあたる。また、 1920 年代から

1930 年代にかけての時期は、話一ロッパの国々が自国文化を海外に発信するための機関を相次いで設立して

いた時期でもある。すなわち、「世界の文明諸国があらゆる方面に亙りて、自由の文化を内外に顕揚し宣布す

る為めに広大の擁設を整へ文化活動に努力して瓦に後れざらんJ （国際文化振興会 1934: 1必としていた時

期でもあったのであり、日本は題際連盟脱退に伴う関際的な孤立を避けるとともに、組閣に伍して、 f自器文

化の品位値舘を発揮し、他国民をして尊敬と共に親愛問情の念を器さしb るJ （国際文化振興会 1934 : I）こ

とを主要目的として、 f爵捺文化事業j 安開始したと含うことができる。

国際文化接興会は、その f事業の性紫上外務省の監督のもとに事業の実施J （国際文化振興会 1964: 14) 

にあたった。また、開会は f外務省文化事業部の補助団体J （稲境 1944 : 41) としての性捧も有していたの

であるが、その外務省では、 f国際文化事業J の按当課として、文化事業部第三課が 1935 年に設置された。

同課の初代課長となったのは樺謬能という人物である。やがて復は、タイに対する f菌際文化事業j、すなわ

ち f対泰文化事難J （椀樺 1943 : 91 ）において、中心的な役裂を担うことになる。

18 紗年に福島県の会津地方で生まれた静湾総は、第一高等学校から東京豪国大新去科大学（仏i潟西法律科）

に進み、大学卒業後は高等文官獄験に合格して逓借省に入ったo その後、朝日新聞社の編集局論説班に鞠襲し、

『大阪朝日新聞Jの紙扇に文芸棋を設けたりしたのであるが、数年後には官界に康弘今度は外務省に入った。

同省では、亜結亜局第三謀、 :f£?1 ト公館（フランス・スウェ…ヂン・メキシコ）、文化事業部第一諜に勤務し、

1933 年に文化事業部第ニ銀長、そして 1935 年には「悶際文化事業j を担当する間部第三課長になったG

棋｝擦には、外交官としてのほかに詩人としての一面もあったo 彼は東京帝爵大学在学中に島靖藤村や三木

露援に師事し、すでに大学卒業前には岳身の詩喋会刊行している。

このように f外交官j でもあり f詩人j でもあった抑滞が、外務省で f国際文化事業j を担当する文化事

業部第三課の棄任者となった。外務省の幹部職員としてはメイン・ストリームからはずれた経歴を宥する彼

がこのポストに就いたのは、かかるこ菌性が評輔されたためではなかったかと想像で‘きる。

その談、柳揮は一等も官記官として在ベルギ一日本公使館と在イタリア日本大使館に勤務し、持＇ 38 年には在

ポルトガル代理仏慣になるのだが、 1940 年、当時の松関洋右外務大臣による f外交官の大良識首J（柳樽 1943:

訟によって、梯薄は外務省を退官する。しかし、その 2 年後の 1942 年には、開び外務省および「国際文北

と関係することになる。

1941 年 12 fj における英来への宣戦布告と rf3 泰攻守同盟条約j の締結によって、タイは日本の対外政策

上、また、その対外政策を補完するための f層際文化事業j においても、きわめて重要な位躍を占めること

お本穣において 1940 年代までの日本語文書を引用する擦には、引用文中における旧字体を新学体に直した。ただ
し、仮名泣いは罪文にしたがった。
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になったo このため、 1942 年 1月には f日泰荷国間学生交換協定J が、そして開年 10 月には培農文化協

定j が調印されたのだが、後者の協定では、 f締約国は両国関の文化関係の増進に寄与せしむる為夫々相手国

の首府北於ける文化紹介機関の設置に努めるべく立右機関の事業に対し相互に能ふ限り復宣を供与すべしj

｛第 11 条）と定められており、器本政府は 1943 年、タイに f在盤谷日本文化会館j （関館は同様文化会館j

と呼ばれることもあった）を開設した。窓盤谷宮本文化会館の館長ならびにその設置母体である財団法人目

衆文化協会の理事長に任命されたのは、柳揮である。

寵盤呑日本文化会醸の開設は、 f当初、外務省によって企画され、市も積極北したのは、昭和十七年の初

頭、椀滞現日泰文化会宣言長が外務省の需めによって渡悲したのが、そもそもの初りであって、この頃を契機

として会館創設への第一歩が印せられたJ （額 1944: 53 ）という。また、柳樽はその後も f数回に捗る渡泰

による実状調査J （額 1944: 53 ）を行ったらしい。すなわち彼は、在猿谷日本文化錦富の開設に際して中心

的な役鶴を担ったようなのであるが、その模湾が f対泰文北事業j において重視した活動のひとつに f留学

生の本邦招致J （椀津 1943 : 97 ）事業がある。また、後は察学生への渡目前と婦国後における範策、すなわ

ち f渡日留学生の為の予備教宵j と f揮国せる渡日留学生の連絡交換事務j も議要だと考えた（柳海 1943:

97 ）。実際、朝l津が館長を務めたを盤諮問本文化会誌は、その徹下にあった日本語学校において、 f渡日留学

生の為の予信教育j の一環としての日本語教育も実施している。模湾は、太平洋戦争開戦後の f対泰文化事

業J、そしてタイ人「留学生の本邦招致j 事業において、その中心的な位躍に立ったのである申

4 ウイブン・ワラヲンとプラサート・パンヤラチェンの日本留学

前述のように、三島由紀夫と学習院で同級だった核企勝宏は、その原稿「学習院の想い出J において、 1940

年代前半期の学溜院高等科に、 fタイ障のヲラワン殿下とプラサツト君j という二人の「聴、講生j が在籍して

いたと記述している。本章では、このニ入の司本での様子に関し、板倉の証書や先行研究に基づいて鞍理し

ておきたいと考えるが、その前に、 f控鏡の海』の第一巻 f春の噴J において、 fシャムの王子j たちがどの

ように掛かれているかについてまとめておしなお、『春の雪』からの引用は、すべて新潮文庫版に基づく。

タイ国王ラーマ六世の f弟震j であるパッタナヂィトとその従兄弟にあたるクヲッサダは、「二人とも熱

心な敬度な仏教徒であったが、日常の服装作法はすべて英爵毘で、美しい英語j を話した。このため、ラー

す六世は f若い王子たちのあまりの西欧化をおそれてj、被らの日本留学を計離した。当時、バッタナヂィト

はクヲッサダの妹〈拐代の月光姫）と恋愛関係にあり、彼女との明言離j は f悲しみJ を伴うものだったの

だが、その点を除いては国王の提案に f異存がなかったj ことから、ニ入の王子は 1912 年の 11月（あるい

は 12 月）に議日した。彼らは東京の松枝侯爵邸に滞在し、当初は f冬休みまで気ままに学校へ参観j に行く

こと、その後は学習院に f年が改まってから通学するJ こと、 f正式に級に翻入されるのは、日本語に饗熟し

日本の環境にも似れた境、春の新学期かちということj になっていた。しかし、翌年になっても二人は、 f情

顕以外に友らしい友もなく、学校へは今までほとんど援を出されなしリという状況だった。

それでも、 1913 年の春には学溜践高等科に正式入学したらしく、二人は松枝候爵邸を出て、学習院の寮に

入ったo 入寮臨後の二人の様子については、次のようじ描写されている。

シャムの両殿下の学校における評判は、それほど良いとは云われなし九何と云っても関本語がまだ不自

由で、学留に悲支えることは散し方がないが、友連の友好的な冗談が…切通じないので、じれったがられ、

果ては敬して速さけちれる。間王子のいつも絶やさぬ微笑も、粗暴な学生たちには、ただ得体のしれぬも

のに思われたむ
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両王子を寮に入れたのは外務大臣の考えだということだが、舎散はこの賓客の扱いlこ心を痛めていると

いう噂を情顕はきいた。准官様扱いで特別な部躍も差上げ、ベッドもよ等なもの金入れ、つとめて繋生た

ちと仲持く交際されるように、舎監はカをつくしているのだが、日を経るにつれ、王子たちは二人だけの

撲に関じこもり、顎幸しや体操にも出て来られぬことが多く、これがいよいよ寮生との練馬を深めた。

こうなるにはいろいろな原顕がからみ合っていたo 来日後半藤に充たぬ滑備期間は、王子たちを日本語

の授業に謬II 染ませるには不足であったし、又その潜備期間のあいだ、王子たちはそれほど勉学にいそしま

れたわけではなかった。もっとも生彩を放っ筈の英語の時聞にも、英文和訳も和文英訳もただ王子たちを

まごつ会》せるだけであった。

このような時にひとつの事件が起こる。 fパッタナデ、イト殿下のエメラノレドの指輪が紛失したj のであるむ

その時、 fクヲッサダ殿下が、これを盗難だ、とさわぎ立てたところから、問題が大きくなり、バッタナディト

殿下は従兄弟の軽率を答めて、内輪に納めることをのぞんだけれども、この王子も亦、心の撞では盗難だと

f言じている点では開断j だった。

この fクリッサダ殿下のさわ~－方j に対して、学校側は f学習院iこ盗難などというものはありえないj と

のま~を示した。しかし、これが盛難であったことは、第三婚の『暁の寺J で明らかになる。
この事件を契機として、二人の王子は寮を出て、帝国ホテルに移る。また、松枝清顛には、「どうあっても

近いうちにシャムに帰るつもり J だと打ち明けた。その話を清顕から開いた松枝侯爵（消顕の父）は、「もし

王子の帰闘をこのままに看過せば、王子たちの心に取り返しのつかない協を与えることになり、終生、日本の

思い出は忌まわしいものとなって残るであろうj と讃癒し、しばらく時間を置くために、夏事休暇期間中、ニ

入の王子と消顕を鎌倉の別荘に遊ばせることにした。しかし、針槍術生中ιパンコクの::E 太活からパッタナヂ

ィトあてに、彼の恋人である fR 光姫が死んだj とるづ内務の親書が届いたことから、その 1週間後、二人の

王子は績訴から f英国船で繕闘の途j につくことになったo こうして、「シャムの王子j たちの昌本留学は l

年に溝たない期開で、しかも学習競高等科に正式入学してからは半年立も満たない期間で終わるのである。

三島由紀夫が fシャムの王子j たちを日本に留学させた 1912 年からちょうど 30 年後の 1942 革、二人のタ

イ人が日本に留学した。そのうちのひとりは、ラーマ由設の曾孫にあたるウイブン・ワラワンで、父親のり

ンワイタヤコーン・ワラワン親王は、タイ外務省の頼関として、間関の政治と外交に影響力を有していた。

彼は翌 1943 年に東京で関擢された f大東東会議j iこタイ代表として出席してもいる。

もうひとりはプラサート・パンヤラチェンで、彼の父親はタイで商業出販社を経営していた。プラサ…ト

はウイブンと異なり王族ではない。

このこ人は、私費留学生として学溜院高等科と東京帯関大学で7年関学ぶことになっていた。東京到着時

にウイブンは、関盟通信記者のインタピェェーに対して、次のように語っている（原文英語、軍者訳）。

私は日本に？年間滞在します。 i't 族学校（？医者註：学習院のこと）と東京帝国大学で学ぶ予定です。大

学で怯政治学を専攻するつもりです。私の兄は外交に関わっておりますので、怠も婿関後はタイ外務省に

勤めたいと考えております。日本に留学することになったのは、日本がタイにとって最も友好的で、また

先輩格の閣でもあるからです。現t£ のところ、私は詞本語があまり理解できません。このため、まずは喜

本語を勉強したいと考えております（Ja 隣n Times & Advertise~ 1942 : I）。

ウイブン岳身も認めているように、彼らは rf3 本語があまり理解j できなかった。菌際学友会（現在のE

本学生支援機構東京日本語教脊センター〉に保存されている資料によれば、来信時比おける同名の信本総能
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力は、 f会話だけほんの少しj できるというレベルだったちしい（河路 20 泌： 478 ）。

このため、ウイブンとプラサートのこ人は、渡呂翌晃の 1942 伴 5 月かち、国際学友会で 45 週間の日本語

教育を受けることにな・った。卒業持には、開会主主制作した日本語耕:;f- f日本語勝弘1：.：~の巻四を終ええとい

う（何路 2006: 478 ）。巻四のチクスト・レベルは、事時の f中学校一・ニ年穂度j だった（阿路 2006 ：汚1) 。

国際学友金を卒業したこ入は、 1943 年 4 月、学留院高等科に進学した。学習院での留学生活については、

ブラザートが 1983 年にタイ研究者の市Jll 縫ニ郎のインタピューに対して、・次のように証言している。

戦時中、ワンワイタヤロ…ン・ワラワン殿下の長男ウイプン・ワラワン殿下の学友として、殿下と私は

宮内省の学習院旧制高等科に在学していた。配属将校の柏崎大佐（筆者紘：結時廷二郎陸軍大佐）はアジ

ア人の留学生を親切にいたわってくれたので、感激した。自由釈に近い学習院の昭和寮で殿下と一緒に寝

泊りしていたが、先生も寮生も親切な詩本人だった。西三年の以休みには、日本政府の招待で、殿下に間

行して満州国皇子普を訪問した。秋の大東組合織に出嘉したワラワン殿下は息子のウイブンとホテル・オー

クラ所有者の大会氏邸で再会を喜んだ。その時、タイ大使館員も関諾していたが、怠たち留学生と政治上

の話などする場ではなかった（市川 1987: 52 ）。

この証言にもあるように、ウイプンとプラサ…トは、三島が造形した fシャムの王子Jたちの場合と問機、

学習践の第に入った。しかし、後者が主に f何と去っても日本語がまだ不自由j という理由から組の f寮生

との疎痛を深めたj のに対し、前者は（少なくともプラサ…トの証言をそのまま倍じる段ちにおいては）、学

溜院の f親切な自本人j たちに菌まれて、まずまずの留学生活をおくったようでまちる。また、留学中の待遇

に関しては、国際関係論の研究者であるブルース・レイノノレズが 1988 年にプラサ…トに対して行ったインタ

ピム…において、プラサートは「東京では車過を得たと強譲J (Reynolds 1991 : 116 ）している。しかし、学

習院高等科で彼らより i学年上の桜倉勝宏は、 fイ可か寂しさうなこ人で、あったj との証言を残している（杉山

2008: 322 ）。ちなみに、板倉と学習院で問級だった平関公威（三島由紀夫）は、管見の限号、この二人につ

いて何も語っていなし九

当初、ウイブンとプラサ…トの留学期間は 7年間と設定されていた。しかし、実際には 1943 年の年末まで

に帰国したようである（Reynolds 1991 : I 09 ）。すなわち、学習競高等科での留学生活は、三品が造形した fシ

ャムの王子j たちの場合と同様、 l 年にも講たなかったのであるが、その車期a帰国の理由として、ブラサー

ト泣 f日本語に対するブラストレーションJ (Reynolds 1991 : 109 ）があったことを挙げている。当時の戦痛

やタイにおける対5視の変化をど勘案した場合は、本当にそれだけが早期帰国の理由だったのか、必ずしも疑

問なしとはし怠いのだが、冨際学友金で 45 逓関の日本鵡教育を受けたはずのウイブンとプラサ…トにとって

も、 f何と去っても日本語がまだ不自由j だった fシャムの王子j たちの場合と同様、日本語は留学生活にお

ける大きな障碍になっていたようである脅

板倉によれば、ウイプンとプラサートの学溜院における留学生活については、問院にも f記録がないらし

くJ （杉山 2008: 322 ）、これ以上のことはわからなしL また、わからないという点で言えば、そもそも後ち

がどうして日本に留学することになったのかという、その経緯についても明らかではなるL 三ぬが盗形した

fシャムの王子j たちは、関王のラーマ六世が f若い王子たちのあまりの西欧化をおそれj たため、関本に

留学することになった、すなわちタイ縄の意向によって昌本ι留学することになったとされているのだが、

実際に戦時下の日本に留学したウイブンとプラサ…トの二人については、タイ側の意向によって、その日本

留学が計画されたのか、それともタイ人 f留学生の本邦招致J を重視していた日本側の意向によって日本に

留学することになったのか、必ずしも明らかではない。
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しかし、自本語教脊史と留学生教育史の研究者である荷路由佳は、ウイブンとプラサートの日本留学中、

この二人は日本で f官民あげて摩く遇されj、また日本政府は阿名を f旅行に招待して溝部皇子授に謁見させた

ちj しており、 f後らは f日夕イ親帯j の象徴として、効果的に利用されたと脅えるj としているな可路 2006:

438)0 さらに、 fウイブンは帰国後若くして亡くなったが、プラサートは 19 お年日月に東京で関かれた「南

方軒別留学生初期年記念国際会議j にタイ代表部長として来日してj おり、この院本政舟の招聴・資金負担

による f階方特別留学生事業の始まる以前の怠費留学生で、あったプラサ…トがこの会議に主要メンバ…とし

て参加していることは、彼らの留学と葡方特別留学生の関連性合物語っているJ (i 可路 2006: 438 ）、あるい

は、彼らの留学は f南方特別留学生に通じる意味を帯びていたことの表れとも見えるJ （河路 2005: 56 ）と

しており、ウイブンとプラサートの島本留学が計間された普後には、日本務奇の何らかの意向が存在してい

たのではなかったかと示唆している。実際、彼らが関本留学を 2年弱で切り上げて帰国することになった時、

日本側は f当惑したJ という（Reyno I也 1991 : 109 ）。

かりにウイブンとプラザ…トの日本留学の背後に日本政府の何らかの意向が存在していたとしたら、彼ら

の司本留学と前後して日本の f対泰文化事業j、そしてタイ人 f留学生の本邦招致j 事業の中心的な位震に立

つことになった柳樽健が、その際に何かしらの役割を演じたのではなかったかと組像することは、けっして

的外れとは設えないだろう。また、 1960 年代に『盛畿の海』の執筆を計留していた三島由紀夫が、その小説

の中に「シャムの王子J たちを登場させようと考えた際比、みずからの学習院高等科時代の記機、すなわち

自分の l学年下にタイ人留学生が在籍していたことを思も治＝えし、彼らが当時なにゆえ日本に留学していた

のか、あるいは、どのようなスキームで日本に留学していたのかということを知ろうと考えたとしたら、そ

のための調査の過程において 柳津健の存荘に気づくこともあ号えたことであったろう。

5. 創作ノート

震述のように、 f聾傍の海』に饗場する「シャムの王子j たち、すなわちバッタナディトとクリッサダに

ついては、議がその造形上のモデルとなったのか、あるいは、そもそもそヂルカ込、たのかという点に関する

一次資料が存在しなしL また、三島が残した f創作ノートj にも、彼らのモヂルについては、重接的な記述

がない。しかじ、 f創作ノートj に直接的な記述が見あたらないということは、その必要がなかったからでは

ないか、すなわち、三島自身が実際に出会ったことのある人物をヒントにして、 fシャムの草子j たちを造形

したからではなし、かという推測を、逆に成立させる。

このように、 fシャムの王子j たちのそデ‘ルに関しては、 f製作ノートJ の中にも産接的な記述がないので

あるが、戦時下において日本の f対恭文化事業j とタイ入 f留学生の本邦揺致j 事業の中心的な立場にあっ

た智津健については、 f創作ノートj の中に記述が見られる。その f創作ノートJ とは、三島が残した数多く

の f創作ノートj の中でも初期の、まだ f艶撲の梅J というタイトルも決まっていなかった時期に作成され

たちしい、表紙に f大長編ノート 2J] と書かれたノートである。このノートは、現在、三島由紀夫文学館〈山

梨県山中湖本台に収蔵されているが、その一部が 2002 年に新潮社から出版された『決定版三島由記央全集』

の第 14 巻で公開されるとともに、残りの部分も鼎番房が 2007 年に発行した f三島由紀夫研究J 第 4 号に、

f来発表「蝦撲の海j 創作ノ…トcJ として掲載された。柳j撃に関する記述は、後者の 115 頁から 116 買に

見ることができる。

そこには、はじめに槙津の経歴が記されている。すなわち、 f大学法科→外務省一等書記官j v および f日

v ここには f仏法j という加筆もなされているが、これは抑揮が東京帝国大学法科大学で仏耐j西法律科に在籍して
いたことを示したものだろう。
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タイ文化協会の余長（戦争中） J ”とあ号、その交流関誌については、 f久米正雄や鋪池（業者註：粥油~：£）

の仲間j と記されている。また、 f梯沢健j という名前の横には、 f仏クローヂル大使をまねたj と：li-tr~れて

いるが、これは 1920 年代に駐E フランス大使を務めたポール・ク口一デノレ（Paul Claudel) と同様、槙揮が

f外交官j と f詩人J の二部性会有していたことを反映した記述だろうと思われる。

さらには、 f柳沢は死んだj との護団愈もある。実際、彼は 1953 年 5 月に亡くなっており、この喰俳ノートJ

が記された 1960 年代には、すでiこ彼に樹寸ることは不可能になっていたのだが、かかる言謎があることか

封鎖号するならば、もし柳擦が生きていたとしたら取材したいという意志が、三島にはあったのかもしれな凡

その f柳沢は死んだJ としヴ記述の後には、 f問中事太郎、ーまとめて「南太平洋の夕暮JJ と芥かれてい

る。このうち、 f問中幸太郎j は畑中耕太郎j の、 f南太平洋の夕暮j は「印度洋の黄昏j の棋記〈あるいは

取材相手の多舗によるもの）ではないかと考えられる。戦後期に文部大臣や最高裁事防長官を務めた問中耕太

郎は、第一高等学校で横j撃と同級であり、後者の辿稿集詐Plt 洋の煎昏』の公判（1960 年）にも尽力している。

毅）~撃に関する項には、 f石井氏に会ふj として、下記のような記述も見られる。

フランス語坊いので、タイの王輩、（スイス系フランス諦）

当時の権力者ピプンがフランスびゐき

プランス語の話せるのを大事にする。

木戸御免。（石井氏大使館参訴事官に会ふのハむつかしい。）

当時、回路連盟にゐたワンワイ・タイヤコン殻下がアランス語

その妹は詩人（p.115 ）。

この部分に関しては、模湾はアランス語が話せたので、タイの、 fフランスびゐきj で fアランス語の話せ

るのを大事j lこする王室や政府高官たちに食い込むことができたと解釈するのが妥当だろう。当時のタイが

fフランスびゐきj であったことは、かつてフランスに勤務したことのある柳部自身も認識していて、彼は、

f僕の構図行は適所滴才だJ （梯翠 1943 : 24 ）と考えた理由のひとつとして、このフランスとの関係を挙げ

ている。すなわち、「ピブン首相は仏IMi 西、ヴィチット外相も仏能菌、ブライウン文相は独漁と仏儲西、ワン

ワイ殿下は英国と仏帥．笛J （柳津 1943 : 24 ）というように、観Jj 撃のカウンターパートとなったタイの政府高

官たちは、いずれも f仏両j西を留学地にしてゐたJ （梯諜 1943 : 26 ）のであり、フランス文学を日本絡に翻

訳できるだけの言語能力を有していた椀滞と、フランス語でコミ品エケーションをはかることができたので

ある。ちなみに、三島の f創作ノートJ と柳樽の思想に出てくる fワンワイ・タイヤヱコン殿下J あるいは fワ

ンワイ殿下j は、戦時下の学智暁高等科に留学したウイブンの父親である。

これらのフランス語をゐぐる情報、すなわち f創作ノ…トj の言葉を借りる主らば、「フランス慈の伏線J

に関する欝報を三島に提供したのは、 f若井氏j とし、う人物である。この f石井民J が雑であるかを特定する

のはむずかしいが、 f高井氏大使館参事官j と：＼！｝：カ亙れていることから推挺するならば、戦時下のバンコクにあ

って日本大使館の参事官を務めていた石井康のこと安指すのではなる治吃考えられるe 設は第一高等学校と

東京帝国大学で柳津の後爺であ号、 1920 年に高等文官試験（外交科）に合格して、外務省に入省した。パン

ロクに赴任する前は内閣構報局第三部長だった。外務省を f糠首j された柳津に対して、タイへの赴任を f膝

詰め談事UJ （柳津 1943 : 6）したのも石井だったという。石井が亡くなったのは 1968 年 1尭のことだから、

のちに f殿紛の海J と名づけられることになる f大長額j 小説の執議を待60 年代の前半期には構想しはじめ

ていた三島が若井iこ面会することは、時間的には可能だったはずであるe ちなみに、石井は五島の父親であ

村当時の模湾の正確な役職名は、 f財団法人野泰文北協会理事長j であるロ
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る平岡梓と第一高等学校および東京情国大学法科大学で間期であり、あるいはその父親の糠から、三島は石

井の存在を知ったのかもしれない。

このように、三島は榔揮について調査しているのだが、ここまでだったら、三島は後に f盛健の海』という

タイトノレが与えられることになる f大長編J 小説に、榔揮をモデルとする人物を登場させようと考えていたの

ではなかったかと想像することもできるだろう。しかし、 f創作ノートJ の柳樺に関する項には、 f野タイ協会

事ム所J vii という見出しが付された箇所に、 f国際学友会一礎学生j とし、う記述も見られる。国擦学友会は、

前述のように、ウイブンとブラサートが学習院高等科に入学する前に 45 器開の日本語教背を受けた機関であ

る。この言謎から想像するならば、三島は f大長編j 小説の挙法華を構想していた時に、若き自の学留院高等科

時代に出会った二人のタイ人留学生がどこで日本語を習ったのかということに興味を持ち、また、そのことも

含めて当時の事構を知るために、 f日夕イ協会事ム所j を訪れたのではなかったかと寸ることもできる。

国際学友会が設立されたの辻、柳津が外務省文化事業部第三謀長だ、った 1935 年 10 月のことでるる。した

がって、前記の「国際学友会一留学生j とし寸記述については、ウイブンとブラサートの日本語学習に関連

した記述ではなく、単に柳津の業績を記しただけのものと発献することも可能かもしれな＂ 'o しかし、彼が

外務省の文化事業部第三課長になったのは、間際学友会が設立されるわずか2 か月前の：935 年 8 月のことで

ある。また、外務省内において開会の設立を主導したのは、文化事業部ではなく東道鍔だったo すなわち、

柳揮は国際学友会の設立に捺して中心的な役割を担ったわけではないのである。また、彼は設立後の閉会の

運営には関与していなしL このため、 rf3 タイ協会事ム所j の関係者が榔揮の業績として「国際学友会j の名

前を挙げたとは考えにくく、むしろ、この f国際学友会一留学生J としづ記述に関しては、前記のように、

ウイブンとプラサートが学習院高等科に入学する前に受けた日本語教育（あるいは、彼らを含めた戦時下の

タイ人留学生が受けた日本語教育〉の実施機関を五島が知ろうとした、その痕跡と考えるほうが妥当だろう。

また、かかる記述が「創作ノートj の中に残されていることから想像するならば、三島は fシャムの王子j

たちを国際学友会に通わせ、後らが r日本語に習熟J する様子を小説の中に散り入れようと構想していたの

かもしれえといと雷うこともできる。しかし、国際学友会が設立されたのは 1935 年、すなわち昭和 10 年のこ

とだったから、大正期に来日したことになっている fシャムの王子j たちを開会で学ばせることはできなか

ったo また、溜擦学友会が設立される以前は、非漢字摺出身の留学生のための日本語教脊機関は日本に存在

しなかったo これらの事情ゆえか、 fシャムの王子J たちが f日本語に習熟J する様子については、 f盤鯵の

糊J の中で何ら描写されることがなく、ただ漠然と、彼らは円高1と去っても日本語がまだ不自由j だ、ったと

描かれるにとど静まってL、るむ

6. おわりに

以上、 f創作ノートJ を手がかりにして、三島由紀夫の造作となった（あるいは告ら遺作とした） f豊鶴の

海』に受場する「シャムの王子J たちの造形上の帯ヂノレは、 1940 年代前半期の学習院高等科に留学したこ人

のタイ人留学生だったのではなかったかという推定または想像を提示してきた。しかし、これはあくまでも

援定（想像）にすぎず、それを完全に襲づける一次資料は、現在までのところ見つかっていない。また、当

時間織だった三島由紀夫が、この二人の留学生に対して、どのようなまなざしを向けていたのかという怠も

明らかではなるL なぜなら、管見の限り、三島は彼らについて、何も帯き残していなし、からである。

将来的に新しい資料が発見されることを期待したい。

vii 財団法人日本タイ協会のことか。罰会は「謹難協会j として 1927 年に設立された。
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